
Title カロリン・フォックス女史とジョン・スチュアート・ミル（二）
Sub Title
Author 榎本, 鉱治

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1923

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.17, No.4 (1923. 4) ,p.585(89)- 602(106) 
JaLC DOI
Abstract
Notes 雑録
Genre Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19230401-

0089

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


第

卞

七f

 

S

A

四)

m

錄

『

獨

逸

赂

償

間

膜
I

過』

 

笫

四

郷' 

八

八

レ
至
れ
七
月
十
五
：日
の
支
拂
實
行
が
砰
び
出
來
ぬ
^

0

0
 

委
麗
會
に
通
知
し
た
の
で
賠
償
委
員
會
は
約
千
八
百
萬 

金
15
;

克̂
を
獨
逸
ょ
>
現
金
を
受
取
つ
て
未
だ
、分
配
を 

:

了
し
な
い
：間
の
秈
息
や
賠
«*
委

員

會

が

獨

逸

の

染

料

を

::
:
，
へ 

米

國
« ?
物

組

合

に«:
却
し
：た
：代
金
等
0
中
か
ら
獨
逸
;̂ 

贷
渡
し
て
五
千
與
金
«
媳
克
の
七
舟
分
の
支
拂
ぞ
終
了 

：
 

:

さ
■

ノ
'■
■*.か
く
.て
八
月
末
の
賠
偾
委
員
會
で
八
月
九
月
一 

.の
®
金
支
拂
及
.び
■そ
の
間
に
他
の
.協
定
成
立
せ
ざ
る
限| 

ふ
+
月
：乃
至
.屮
1
1月
の
現
金
支
拂
に
對
し
六
.ヶ
月
期
限
：| 

0.
獅

逸
產
當
證
券
に
て
支
挪
ひ
、
之

を

.全

部白
耳
義
へ 

:に
，
交

仞

す

る

：
事

.に
し
だ
、；|が

，
ぺ0
如
く
し
て
獨
逸
帝
國 

:®
r

«

w

、
‘

英
®

飯

行

支a

の

大

藏

省

跪

券
|

九

ニ
|

ー『
\ぐ 

.
年1:

一
好
^
五
日
期
限
四
千
七
西
四
+
萬
金
貨
馬
克
及
び|
へ
 

一尨
$

.五
：日
期
限
四
千
八
.W
六
十
®
金
貨
聪
克
の
：

『

一種
：：

，

「 

つ

發

行

行

し

て

賠

償

委

員

會

ペ

交

付

し

た

。

」

：
'
■:「

七
、
獨
遴
の
茭
拂
總
額 

#

上

の

如

.く

体

戦

以

，
來

獨

逸

か
.支

佛

\
ノ

た

叙

，

傾

位

、
.

非
常
‘な
、
巨
額
で
あ
る
が
、物
資
掛
や
何
か
が
あ
，：̂
其
；
 

の
評
價
問
題
が
出
た
ら
す
る
の
で
1£
確
に
計
»
す
る
»
.
 

が
.六
ヶ
敷
い
'、
例
へ
ば
*
逸
.は
ベ\

ナ
ィ.

ユ
條
約
第
一
一 

百
一
;
1
.
1
十
五
.條
で
.

，一

九 
一1.1

年
：四
：月
末
日
迄
：にI

音

®
馬 

克
，を
支
拂
は
.な
，け
れ
ば
^
ら
ぬ
“、
然
.る
に
#
蘭
西
«
八 

.十
億
馬
克
し
か
支
拂
は
ぬ
、
獨
逸
は

1

一
西
億
塔 

ヾ
克
を
支
拂
つ
?

主
張
し
て
居
る
樣
な
譯
で
，あ
る
、
ま
..
 

た
英
國
議
會
で一

週
間
以
内
に
大
藏
尙
書
定
大
：藏
遒
參
，
 

政
官
ど
の
報
#
.ど
が

て

居

つ

た

り

し

：.て
居
る
。

次
に
最
近
發
表
氙
れ
：た
，相
當
信
懸
す
ベ「

き
數
字
を
揭 

げ
.て
見
る
。
ノ

!

:

.
:

一
、
㈨
®

®
時
ょ
り
一
ル
ー.11:

年
四
月
迄

.
金
貨
^

a」

現

金

拂

一

一

 

こ
、
一
ー
ニ
、
〇
0

0 

物
資
柳(

原
料
等)

. 
一
、
ニ
：五
一
、〇
六
四
、
〇
0
〇

.
海
底
電
線 

-
©九
、〇
o

o

、
o

o

Q

動

產
' 

二

、
五

〇

四

、

h
i

四

二

、
〇

〇

〇
'
 

,
合

計

'—

s

d

A

^
'

^

s

H

v

o

Q

p

 

一：、
-

九
ニ
一 
年

-£
月
ょ
ヶ
1
:九
ニ
：：ニ
年
四
月
末
迄
し 

,

證

細

：

：
：

3

ニ
'

5

3ハ
六
〇
、
四
九
六 

.

,

:

現

物

拂

：

::
:

五
六
〇
、四
七
五
、
四
：

t.

七
：

一
ノ
：
休
戰
倐

#

に
ょ
る
ー
引

«

:

三
、
六

七

八

、
八

1

六 

ノ

合

計'

 

r 

; 

一
:A

七

七

、
八
一
赃

.

、^
1

八 

f

. 

^

 

.

,

六

、
九

ゼ

七

、5E

六
七
：、
七1 .1

九 

即

：至
C

+

九

億

七

千

七

再

五

十

六

萬

七

千

七

百

'

ー
.一

十
九 

翁
貨
得
克
で
あ
る:'
°

.

:

:

へ.そ
の
後
の
物
資
拂
は
未
だ
計
黛
n
~れ
て
M
ら
ぬ
が
a
,
 

金
に
於
て
は
一
億
吞
ぼ
j

w

M金
‘貨
埸
克
を
夂
#

つ 

れ
..、之
れ
が
^
計
は
七
十
一
億
九
^
五
十
六
离
七
千
七
： 

W
二
十
九
金
貨
埸
克
で
あ
る
"
そ
の
外
大
藏
省
^
券
で 

九
千
六
两
^
金
貨
馮
克
を
支
拂
つ
.て
居
る
。(

一
九1

一

i 
一

r

 

二
、1
1
1
)

.

：
.■ 

' 

:

.

謂

卞

卞

怨.

$ •

八

五)

雜

錄

沽

'
々
ン

4

ワオ少

カ
ロ
リ
ン

V

 

.フォ
ッ
ク
ス
女
史 

V
」

.

、
レ
：:3
ン

.

：
•

：
，
ス

：

.

.
チ

.

.

.ユ.

.：
ア

"~
~

I
'
h
l 

0

~ 

、

ル
:.
:

(

ニ

)

::
十

(

.

.

」

.

1:'
:
:
'
:
 ̂

本

鑛

'治

：

.C
a

r
o

l
i

n
e

 

F

 o
x
」

女

史̂

J

 o
h

n

 

S
t

u
a

r
t

 

M
i

l
l

 

.
t
の

初

I.

對
而
の
翌
日
、
即
ち」

八
吗
Q
年
三
月
十
七
■日
附Q

日
-
 

一
し
記
.に
は
次
の
如

'
'
-
^

45̂

史
は
.記
じ
て
居
る
。

- 

I
:
「

午
後J. 

s. 

M
i
l
l

を
.訪
れ
.た
、'
.彼
は
午
前
^
弟
の
-
 

)

病
室
：に
時
を
過
し
.た
？
私
達
は
隨
分
而
白
く
語
合
つ 

た
。
殊
に
彼
は
‘
自
分
の
經
驗
ょ
ド
、
彼
の
弟
妹
に
，有
.：：
 

益
で
あ
る
ど
俎
は
れ
.る
こ
せ
を
>
多
方
面
に

.&
つ
’‘て
話 

し
.た
。
':
'

:
彼

の

話

：に

依

れ

ば

、

今

日

彼

は

，

G
e

o
r

g
e

 

G
r

o
t

e

の

ク
ス
女
史

w

ジ
s

s

t

ス

サd

ブ
a

 
r

雜

四

鱗

：

八
九

-



:

:
敗

十

七

卷

S

A
C-
雜 

家

で

、
Francois 

P. 

G
.

 

G
u
i
z
o
t

に

會

見

す

る

善

で

あ 

つ

々

^
>L.( M

e
m
o
r
i
e
s

 

of 

old 

Friends 
へ e

d
i
t
e
d

cr
y 

H
o
r
a
c
e

 

N. 

P
y
m
,

 

1
800
2
,̂d
'
p
. 

69 
丨 70

)

：

.
翌

三

月

一

ー

十

日

附

の

白

記̂

見

：る
.ビ

(

' :
此

日

？

0
:
^
女
 

史

等

は

、

H
e
n
r
y

g
i
uを
見
舞
つ
，だ

の

で

あ

る

o
r即
ち 

「
H
e
n
r
y

 

M
i

l

は

昨

夜

も

；牛

靜

で

あ

つ

：た
ヽ
？

兄

の
 

J
o
h
n

が

云

つ

た

。

！！

s
r
y

は

、

私

が

遊

び

戯

れ

る

子 

供

や

寧

遠

鏡

を

手

に

ず

る

人

や

、
：總

て

の

人

に

同

«

す 

る

人

生

に

就

て

聞

甘

た

ら

大

變

喜

ん

だ

。

私

は

、

>
1|
 

C
u
i
m
i
n
g
h
a

日

(

詩

入

且

文

學

者

)

.が
此

地

に

：

居

る

旨

を

、
 

J
o
h
n

 

M
i
l
l

に

話

し

た

。
殊

に

彼

ば

、J
o
l
m

 S
t
e
r
l
i
n
g

や 

私

達

V

知

己

に

な

つ

た

こ

^

^
偸

快

ど

し

た

。

何
故
ビ 

:) ：

云

ふ

に

彼

の

話

に

依

れ

ば

、
栩

互

に

尊

重

敬

愛

す

る

人 

を

紹

介

さ

れ

る

，.J

ど

は

、
大

«

喜

ば

':
(

.

い

か

ら

艽

め

る

.
o 

彼

は

、J
o
h
n

 s
t
e
r
l
i
n
g

 

s
」

就

て

熱

心

に

語

つ

た

。

そ
こ 

で

私

が

、

s
t
e
r
l
i
n
g

は

深

遝

な

間

題

2
:

就

て

會

話

の

時 

,
よ

り

も

著

述

の

方

が

遙

か

に

潢

銻

ミ

し

、

又

錯

雜

し

て

九
〇

居

)

る

'旨
を

吿

げ

だ

も

、

.彼
は
：
’直

'
に̂
、『

.夫

れ

は

？

ぅ

で
 

す

、
，
談

話

の

場

合
'に
は

、

貴

女

に

し

て

も

、

貴

女

ビ

話 

し

て

展

る

人

の

特

殊

な

心

持

に

話

し

掛

け

る

の

■で
す 

...
が

、

.

.著
述

0
場

合

^
：は

>

貴

女

は

"

夫

れ

を

恰

か

も

规
 

.想
的

對

象

に

話

し

掛

け

る

や

ぅ

に

す

る

s

で

す

が

ら』

::
:;ど
反

駁

し

た

。

『

夫

れ

で

は

私

は

、
或

書

物

に

種

々

な

！I 

題

を

求

め

る

，こ
f
か

：出

來

.，ま

せ

ん

ね

えJ

 

S
私
は
云
つ 

是

れ

は

、

嘗

て

.
H

m
か

ら

敎

へ

ら

れ

か

所

な 

」

の

で

、

私

は

此

现

由

が

’：ら
、

:;
種
々
：な

鲁

物

を

«

ひ

.

.§ 

餘

ヶ

有

益

«
こ

ビ

で

は

な

い

^
考

へ

て

、

常

に

議

論

を 

:
好

ん

で

居

た

。

『

如

何

に

も

其

通

り

で

す

、

若

し

*

殳

が 

V

自

分

自

身

の

種

々

な

觀

念

^
^
丨

思

ふ

に

见

索

的

生

題

を
 

 ̂

.
指

す

な

ら

ん

I

を

形

造

る

乙

ど

が

出

來

れ

ば

、
識

書 

な

^
は

無

益

で

.す

、

併

し

貴

女
0
身

の

自

己

意

識

に

於 

け

る

或

事

柄

に

應

昝

す

る

他

人

の

'觀
念

の

中

に

、

何

物 

か

を

見

出

す

'
.の
は
、

非

常

に

fi
快

で

す

よ

』

皮
ヾ

:s
日
は 

附

加

へ

れ

。

彼

は

植

物

硏

究

家

な

の

で

、

A
n
n
a

 

M
a
r
i
a

输

力

H-
か
ゾ
，
ァ
龙
 

> グ
.ス、女

*W
.

ツ

a-
.ン
‘
ス
..チ

if

ア
.
1ト
0
4/1
/

第
四
號

は

A
r
g
o
l
s

の
厳
窟
に
办>

0

光
苔
に
就
て
話
し
た
。
 

M
U

1

の
話
に
侬
ゎ
ば
、
：
細
て
：燐
光
の
本
質
は
;v
未
だ
不 

明
で
あ
る

が
、
太
陽
: 0

光
線
.を
借
り
て
；放
射
す
る
.

|

種 

で
：あ
ら
ぅ
ビ

|

般
に
は
信
に
ら
れ
て
居
る
ど
云
ふ
o

そ 

.」

で
私
達
は
、

の
巖
窟
ベ
出
掛
け
た
。
：
•
.

_

の
提
案
に
從
て
、
：私
達
は
a
火
し
た
ま
、
の
蠟 

燭
を
‘巖
鍩
の
守
謎
神
へ
め
供
物
$
し
て
，殘
し
て
來
た
。
 

彼
の
話
は
、
大
戀
興味

が
：：；

あ
つ
た
。
i
マ
の
云
ふ
に

_

充

分

帆

I

I

隹

、

着

S

自

斜

V
」

利

合

す

る

人

間

の

*

一：
の

.仕

■

で

あ

る

：：

其

1 !

.

.

.

>
:
>

: 

.

.

.

由
は
、
:
夫
れ
こ
そ
自
然
の
嬰
求i

ン切に全く順應て 

居
る
：か
ら

で

あ

る
P
無
限
の
*
念
に
就
；て
太
古
の
人
 々

が
抱
い
て
居
^
の
は
.、
，
叙

達

の

®

住
T
る
宇
宙
に
關
し
.

:

て
0
み
で
あ
るo

何
故
に
太
古
の
人
々
は
斯
の
如
く
限 

定
ネ
れ
た
の
が
？
夫
ル
を
爪
確
に
し
吡
の
は
"
近
代
人 

の
種
々
な
發
見
の
結
果
で
あ
る
。
併
/
私

連

,:
は
、
夫 

lh
以
上
に
硏
究
す
る
こ
ど
が
錢
う
て
©
.る
。
即
ち
督
も 

第
十
七
怨(

五
八
七)

雜

錄

力

 

ロ

-y
 

V
®

 
フ

オ

\>
>

€
云

ふ

も

の

が

あ

る

。

物

質

的

宇

铒

は

、

小

兒

の

無

邪 

氣

な

心

に

比

ぶ

れ

ば

狹

小

な

，る

.も
の

で

あ

る

。

小
兒
の 

心
は

'
物

質

的

宇

宙

を

總

.て
包

容

/
得

て

、

尙

ほ

餘

り 

あ

る

か

ら

で

あ

る

"
彼

は

、

昨

年

2

A
三

九

苹

)

の 

I

伊

太

利

旅

行

に

於

け

る

見

聞

ヤ

、

羅

坶

法

王

の

偏

狭

な 

政

策

ょ

-
體

驗

し

た

迷

惑

に

：齔

て

物

語

つ

：
たo
即

ら

羅 

馬

加

特

カ

敎

€
、

其

憤

.習
ご

は

、
人

々
：の

間

に

火

な

る

、
 

又

常

に

.增
加

む

つ

、
あ
：る
侮

^
を

以

1:
.
'行
は

れ

て

©
 

~
る

0
法

王

が

、

市

中

の

廣

場

に

於

て

：.駿

淨

式

を

施

す

時
 

I

に
、

脱

帽

す

る

の

：は

、

官

班

だ

け

で

あ

る

。

是

れ

は

輿 

I

論

の

強

い

兆

候

で

あ

る

ど

。
そ

こ

で

私

は

、

若

し

.彼

^
 

I

.が
、

彼
等
の

.信

仰

に

：對

し

て

斯

の

.如

き

侮

蔑

を

感

じ

た
 

:な

：ら

ば

、

彼

等

は

何

に

賴
 

'り
な
け

.れ
ば

な

ら

な

い

「

か

€ 

.質

問

し

-た
。
之

^
對

丨

：
て

M
i
l
l

は

、

只

だ

思

索

し

得 

る

丈

け

で

あ

る

が

、

.
多

分

新

敎

の

精

神

は

.、

彼

等

の

現
 

,
,往

0
信

仰

に

溶

解

さ

れ

：る

：の.で
あ

ら

ぅ

、

詳

言

す

れ

ば 

，最

も

眞

面

目

な

羅

塒

加

特

カ.敎
徙

が

、

改

革

に

對

す

る

ク
ス'女
史
と
“
5/
日 v* 

K*f
a.
T
l
>
f
、^

m

w

mハ
九
 j
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五

八

八
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_

錄

力

a

”

.

v

*
、.

7
7i
-

.
タ

.ク
ス

：女

史

ミ

^

ョ

ン

？
ス

.
チ

モ

ァ

丨

ト
®

;

，

.'
!

/

.
第

^

挪

.

要
求
を
感
得
し
是
認
す
る
の
で
•あ
る

か
ら
、
彼
等
は
何 

時
か
：は
，總

俞

議

を

召

集

す

る

で

あ

ら

ぅ

ビ

答

へ
た
”
佛
 

I

灼
婦
A-
が
、
男
子
ょ
り
も
宗
敎
的
熟
心
を
依
然
皮
. 

表
示
し
て
;2
る
ミ
物
語
つ
た
が
、Mill'

は
夫
れ
を
考
..察
. 

す
る
の
R
、
.彼
：地
の
舊
蔽
家
述
が
芷
规
的
に
敎
會
に
參 

列
し
ノ
又
之
を
維
持
し
セ
房
る
と
沄
ふ
種
類
の
ブ
レ
.
三 

ァ
^
を
濺
分
か
附
け
て
辟
た
。;:
:
,僞
信
を
非
雛
.さ
れ
る
恐 

怖
ょ
.ひ
し
て
、
是
れ
が
誘
ふ
た
所
は
>
ょ
り
强
い
心
に 

於
#
る
動
行
の
躊
躇
で

.あ

る
o .
迷
信
ど
儀
式
せ
は
、
離 

れ
朱
る
信
仰
に
於
て
委
棄
せ
ら
れ
る
最
後
の
も
-の
で
t t
>
 

る

。
.
.何
故VJ

云
ふ
に
夫
れ
は
で
最
も
明
白
な》

し

と

で

あ 

り
、
又
人
々
の
僻
兇
ビ
關
係
す
る
所
が
あ
る

か
ら
で

あ

次

に

私

達

は> Mariin 

Luther 

.及
び
其
他
のi

示
敎 

改
革
家
に
言
及
し
た
0 lather 

■は
立
派
な
入
間
で
ぁ 

つ
た
が
、
併
し
彼
は
、
道
義
な
る
、
の
を
"
常
時
に
於 

け
る
混
亂
ビ
不
幸
ビ
よ
り
誘
鐵
さ
る
可
き
も
の

;̂し
て

九
ニ

居
る
.。L

u
t
h
e
r

は
A
々
，に
：敎
：へ
て
日
く
、
汝
等
の
指 

導
者
を
離
れ
て
考
へ
ょ
ど
.。
さ
う
し
て
彼
は
、
人
々
の 

俗
見
が
悉
皆
#
自
身
の
意
見
ビ
合
致
す
る
で
あ
'.ら
う
S 

想
像
：し
た
。
併
し
入
々
が
斯
の
如
く
廣
汎
な
"
且
様
 々

な
目
的
を
有
し
れ
時
に
、
人
々
の
凡
ゆ
る
.異
常
錯
亂
：に 

對
し
て
彼
自
身
に
其
責
あ
る
乙
^
を
考
へ
て
、L

u
h
e
r

 

は
不
满
足
で
あ
つ
た
。
さ
う
し
て
彼
の
宗
敎
改
革
は
、 

j

非
常
に
成
功
し
た
け
れ
ゲ」

"
卜
&
1

は̂
其
宗
鈥
改
革
を
，
 

見
て
、

の
紹
介
せ
る
*
威
の
a
梏
ょ
り
思
想
を 

解
放
し
た
自
然
的
、
且
必
然
的
成
果
で
A
る
ご
は
し
な 

\

い
で
、
却
て
彼
の
醸
し
た
擾
亂
に
戰
傈
し
た
の
で
あ 

る
。
茲
に
於V

:

 M
i
n

は
深
く
感
動
し
て
日
く
、
r
H人
：
 

\ 

<職
も
> 
苦
雛
を
忍
ぶ
に
最
初
充
分
な
決
心
を
な
す
に 

非
す
ん
ば
、
彼
の
時
代
を
利
す
る
た
め
^
如
何
な
る
こ 

ど
も
企
つ
可
き
で
は
：な
い
^
若
し
彼
が
费
川
を
計
算
せ 

t

L

r

開
始
し
た
な
ら
ば
、
彼
の
一

切
の
計
进
は
、
 

失
望
に
終
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
ノ
さ
う
し
て
彼
は
、
成
は

:'
.
.
.
V
- 

か 

---

レ
；
.

-

,'-l
-
-
.
.'
l
.
.
- 

“

n

h

n

}
.
-
-

—.
,
^
-
",
--
'
.く.

.

.

.

.
-
:■■ ----

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

 
-
. 

- 

■

T
h
o
m
a
s

0.
^
芽
&
1
1:
の
如
く
失
望
に
倒
れ
る
で
あ
ら
-,
る
の
で
は
な
く
し
て
V
最
後
ま
で
忠
ff
な
る
敎
陡
だ
•る

.
•
 
I
 
•
 

.

ぅ
し
、

「

或
は
：De

s
l
d
e
s
.
E
r
a
s
n
m
s

の
如
く
逆
流
に
陷
に
在
る

:'
,！

是
れ
こ
そ
、
眞
に
彼
を
ば
.Lu

t
h
e
r

に
對 

右
で
あ
ら
ぅ
し
、
或
は
又
'.L

u
t
b
e
r

cn
如

く

失

紫

备

t
f
n
.
せ
る
特
色
：で
あ
る
。：

宗
敎
改
革
の
及
ぼ
し
た
他
の
:. 

惱
ど
ー
の
’生
涯
を
送
る
で
办
ら
ぅ1

€

o

是
れ
は
.々
明
か
り
意
外
な
大
影
響
の
中
に
は
，
宗
敎
改
革
が
獨
乙
爾
の
上
.
 

に

磨

1
の
經
て
來
托
過
程
で
办
0:
た
。:
何
故
^
云
ふ
一
に
與
へ
れ
影
響
が
あ
る
。
::L

u
t
h
e
r

の
聖
#
は
、
*
乙

： 

に
.Mn

l

 

,

の
容
貌
は
、
大
變
上
品
で
美
し
く
あ
る
け
れ
語
に
極
印
を
.附

け

た

獨

乙

：語
に
關
係
あ
る
力
や
、
 

r
、
凝
に
惱
ん
で
f

こ
S

充
_

據
立
て
ら
れ
る
精
力
や
、光榮やを與へた

o 
.同
様
に
聖
書
€
沙
翁
ど 

か
：ら
で
あ
る
。

.

，

，
い

'.
, 

. 

.
、 

|

は
、
英
語
に
取
て
、
他
の
如
何
な
る
書
物
-

^
も
貢
献
： 

へ
*
:後
に
：_

(

ば
：
、Luther 

V 」

同
時
代
の
宗
敎
改
革j

し
た
所
が
大
き
か
.つ
た
。
さ
ぅ
し
て
英
語
.の
精
神
の
中 

象
の
炖
質
を
简
单
に
物
語
っ
たr

即
ち
⑵
ョ
爸
を
が
眞| 

,に
、
斯
の
如
く
崇
高
な
‘る
簡
取
ざ
を
以
づ
て
言
表
は
さ 

而
茚
に
抱
い
た
空
想
は
r
彼
を
特
色
附
け
た
.所
の
；服

從|

れ
る
、
斯
の
如
き
大
舰
念
を
紹
介
し
た
の
で
あ
る
ど
。」

：

”的
[1
!
滿
の
品
行
ど
、
俗
叫
の
態
殷
ビ
に
故
て
、
彼

が

宗

\ 

(
M
e
m
o
r
i
e
s
a
O
M
;

 Friends, 

edited 

b
y

 

Horace 

p

敎
©:
改
革
を
促
進
す
る
€
鼠
ふ
！̂
在
る
：
:,
拘
^
坚

れ\

^
, jy

日
'pp, 

\
G
7
3

) 

I

は
、
彼
を
し
て
帝
王
、
君
主
に
接
近
せ
し
め
た
，の

で

办

五

.

r

 

:

.

.る

.

が
、
彼
の
友
人
は
、
彼
の
柔
軟
性
ご
放
任
主
義
^
の

;:
,
:
.
;
續
い

そ
翌

三

月

ニ

十

，
一

日

に

は

、

夕

刻

,

.John 

.

.た

め

.：
に

、

非

常

に

其

關

«:
を
_
た
.れ
た
'の
で
あ
る
。

Stuart M
i
l
l

は
、John Sterling 

w

共
に
、Fo

x

女
史 

Melancthon

め
天
職
は
、
.或
•大
運
動
の
首
領
た
る
に
在
の
響
職
に
招
待
さ
れ
た
。
其
席
上
：談
話
は
.、
最
初
狐
ら

.
第
十
七
卷(

五
.八
九
.

T 

雜
錄
：
ヵロ

.
9シ
.
*フ
ォ
少.ク
ス.女
&-
^

日̂ン

©ス
チ
ユ
ア
ー
ト
|
;ル
..笫
四
號 

九
三



第
十
七
卷

(

托
九
〇

)

；
雜

錄

カ

ロ

-
9

ゾ
，
7

オ
少
ク
ス
女
史
含

a
 

V
®

ス
チ
‘ュ

ア
ー
ト
•
ミ
か
第

四

.̂

美
術
H

S
に
關
し
て
居
て
’

0

へ
ば
.Dr

e
s
d
e
n

，製
の 

—

石
版
刷
や
，
和
關
風
の
^

^
や
、
；
.

T
h
o
m
a
s

 

H
o
p
e

 
.の 

建
築
論
や
、
電
氣
學
者
のSir Charles w

r
a
t
s
t
o
n
e

 

論
や
、
*
5
«̂r
^
0
Q
a
u
d
e
L
o
r
r
a
h
l
e 

論
等
が
、
：取 

:
:
«呔
れ
た
。
次
に
話
題
は「

一：轉
し
て
、
理
性
、
自
治
.、
， 

ぺ
及
沐
是
等
に
關
聯
し
た
問
題
に
胸
れ
た
。
ぎ
丨
女
史 

ば
、
：是
等
に
就
て
極
め
て
卒
直
に
、
女
史
ル
抱
懷
す
る 

所
を
述%

た
ど
記
し
て
居
る
。
.又

此

夜®:
ら

談

話

の

中
 

心
人
物
ビ
な
つ
た
の
は
、John Sterling
で
あ
つ
て
、
 

John 

i
v
r
m

は
折
々
、
深
淵
な
る
觀
念
に
包
舍
さ
れ
た 

理
論
や
、
夫
れ
ょ
り
礙
す
を
光
明
を
»
:̂
す
る
■れ
め 

に
、
：#
の
所
信
を
述 

'へた
の
で
あ
.る
。
：女
史
の
日
記
に

.'
■:

「

結
局
、
—-
*
梢
導
原
理
の
觀
念
は
，
人
こ
そ
異
な
れ
、 

S
o

c
r

a
t

e
s

 

や
 

S
t

.

 

A
u

<
?

u
s

t
i

n

n>:
,

0

や

ぅ

な

^

ゆ

る

寺

^

の
偉
人
が
、
：等
し
く
主
張
し
た
所
で
あ
る
t
云
ふ
の
に 

«
.つ
た
。
.

1

體
世
の
中
に
は
、
常
に
此
道
德
的
眞
匪
に

九
四

M對
す
冬
證
據
を
蘇
ふ
.所
0 I

洙S

飛
：雲
が
漂
.

4
:

て
思
た 

け
れ
\
>
>太
陽
は
最
も
暗
黑
び
る
時
代
^
於
て
さ
へ
、 

夫
等
證
據
の
背
後
に
赫
-々
ミ
輝
ぃ
て
居
た
の
で
あ
る
o
 

是
れ
.こ
を
>
.過
去
及
び
現
在
の
各
人
の
中
に
存
在
す
る 

I

超
人
的
光
明
で
あ
る

'.
0

さ
ぅ
し
て
其
中
に
明
a
な
る
幻 

影

が

あ

安

全

ど

幸

福

の

.光
榮
あ
る
實
在
が
あ
る 

の
で
あ
る
。

.
0
し
私
達
か
智
的
實
社
#
'に
於
て
取
ら
な
.け
'れ
ば
な 

ら
な
い
路
へ
の
指
導
が
、
も

一
つ
あ
る
。
即
ちX

h
o
m
a
s

 

• C
a
r
l
y
l
e

に
依
れ
ば
、
其
指
導
は
、『

試
み
ょ
"
然
ら
：ば 

.妆
ば
夫
れ
を
知
る
で
あ
らATV 』

ど
謂
ふ
の
で
あ
.る
o
併 

し

.

John 

Stuart 

M
i
l
l

は

、

其
，指

導

に

就

：て

斯

ぅ

云

つ 

.
"て
居
る
.
。

.

.：

;

■『
汝
が
、經
驗
又
は
直
觀
に
侬
て
誤
り
で
办
る
：̂
;知
ろ 

こ
ど
は
、
之
を
總
て
避
け
ょ
，
然
ら
ば
汝
は
安
全
'で
あ 

る
。
殊
に
他
人
の
寫
取
的
模
倣(servile 

I.m 〖tat{§
)

を
.
 

,避
け
、
汝
自
身
に
忠
實
で

^
ケ

'
、
，
汝

の
個
性
を
求
め
、

以

て

其

周

圍

に

於

て

生

活

し

ク

行

動

せ.よ

。

個

性

が

汝

 

は
强
ふ
.る
興
路
を
熱
心
に
迎
り
、
汝
の
安
全
燈
に
對
す 

を
碰
性
に
從
ひ
、
而
し
て
絕
え
t'
偏

傾

(Inclination)

^
退
け
よ
？
然
ら
ば
汝
は
、
權
利
ビ
，理
性
e
ベ
の
服
從 

よ
-
^
の
み
生
來
す
な
脱
の
&

由

€ f .

旣
往
を
顧
る
時
然| 

る
次
第
を
®
據
立
て
V
居
る
所
の
.幸
福
ど
に
到
達
す
る
：| 

で
^;
ら
ぅ
。
何
人
も
此
處
に
置
か
れ
て
行
爲
す
る
本
分
一 

を
有
じ
て
居
り
、
而
も
熟
心
に
‘其
行
爲
を
仕
遂
げ
な
け
一 

れ
ば
な
ら
ぬ
。
總
で
の
進
步
は
、(

，野
：心
ど
誇
示
.と
を
刺
一 

戟
.す
'̂

獅
特
の
罠
を
有
す
る
も
の
T-
は
あ
.る
が
、
#
し
一 

人
|

開
の
時
代
に
$

^
も
^

心
に
探
求
し
2

 ： 

ら
ば
，
或
は
煊
々
'た
る
光
_

5
眞
性
を
に
.、
流
浪
者
を 

，導
く
所
の
北
極
星(Pole 

star)

が
發
見
さ
れ
た
か
も 

知
れ
V
い
。
菩
々
の
行
爲
に
感
ビ
見
え
る
も
の
が
あ
る 

時
，
乾
し
充
分
に
吟
味
さ
れ
る
な
ら
ば
、；.；夫
れ
は
、
 

權
衡
を
失
つ
れ
善
で
あ
b
、
.ま
た
指
導
を
誤
つ
た
善
で 

.あ
る
o
何
皮
な
れ
ば
造
物
主
は
、
.生
命
あ
る
萬
物
の
上

第

十

七

盤

$

九

1
)

雜

錄

カ

ロ

*

-
ン

®

7

オ

少

に

、

彼

自

身

の

部

ル

像

を

打

込

ん

だ

の

で

あ

る

か

ら

で

办

「

■へ
る

i
?

 

.

〔

今
夜
は
隨
分
種
々
な
收
獲
が
.あ
つ
た
。
詩
に
就
て
、 

眞
理
に
就V

、，.

美
に
'就
-て

.0
併
^

^t
r

夫
れ
を
悉
皆 

記
す
こ
ど
.は
出
來
な
い
.炉
ら
、
今
私
の
記
憶
4:
充
分
殘 

'

つ
て
居
な
も
の
丈
け
幺
記
す
に
留
め
た』

。
 

ミ
結
ん
で
あ
る
>

9
£:PP* 

73:174)

翌1

ニ
月
ニ
十
二
日F

o
x

女
史
は
、Qa

r
a

 
♦か
喘
息
ど
 

風
邪
ミ
に
惱
ま
さ
れ
て
居
レ
の
を
見
舞
つ
た
。Henry 

^.
.

は
病
#
罾
し
く

i

じ
て
、
恢
復
の
望
み
は
絕
え
だ
？ 

彼

も

夫

れ

智

意

識

し

て

：、

’兄

弟

や.近

親

に

形

見

を

分

.け 

|

た

。'今

迄C
l
a
m

ど
.三
人

：
で

集

办

た

抑

葉

：押

花

.を見
；：

て 

.He
n
r
y

が「

是
れ
は
，僕
等
ニ
人
の
も
の
で
、今
にQ

a
r
a

 

の
«
®
採
集

の
$
顆
^
な
レ
>

«
物
硏
究
の
資
料
'ビ
な 

る
の
.で
す
J

k
云
ふ
の
を
聞
い
た
時
、
女
史
は
淚
ぐ
ん 

$

f

i

o

此白
は：

、

.印

度

に

：就

ヤ

面
 

白
い
話
を
女
史
に
語
S

d
日
記
に
は
灰
の
如
ぐ
記
し

ク
^

女
^

ミ
“

ン
ー
シ^

ネ
チ
チ
ア

—

ト
も
ミ^

.

.
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第

十

七

卷

(

五

九

ニ

)

：

雜

 

0

^

tT
.

9

v

5

 

4

^

^
>

、
^

^

A

/

^

a

>

<

*

2

5t
.

f

t
>

，

、
、
、
; v
'

.第

叫

練

 

て

あ

る

。 

.

,

.
:

「
M
i
M
:

の
話
は
、
印
度
の
政
治
史
、
英
國
；統
治
.？

於
け
印
度
諸
侯
の
利
，益
等
.で
.め
づ
た
。

國
の
印
度

銃
治
方
法
は
、
'君
主
乙
諸
侯
ど
.を
退
：位
さ
せ
て
、
彼
等

に
#
金
を
給
與
し
？
以
て
內
亂
を
避
け
、
又
敵
對
的
武

力
に
依
る
彼
等
の
滅
亡
：を
餘
く
に
努
め
て
居
る
。
印
度

に
は
國
民
性
が
殆
んV

な
い
。
茬
し
あ
る
と
す
れ
ばV

夫
れ
は
、
常
に
文
明
を
阻
.替
す
る
-
f0.
に
相
違
な
い
。

印
度
の
國
內
は
、
境
界
が
不
明
で
あ
り
、

は
、
.總
て
の
改
善
を
妨
げ
で
，居
る
が
A
不
m
議
な
こ
ビ

に
は
、
：素
質
、ど
慣
習v

の
，優
菜
さ
は
、

一
般
に
婦
人
間

に
存
ず
る
知
覺
の
敏
速
ど
精
緻
^
に
補
は
れ
T.
.居
る
9

又
英
國
か
印
度
諸
侯
ビ
の
同
盟
に
也
含
さ
れ
た
條
件
、
.

及
び
*
行
し
雛
き 

>
,諧
候
間
匕
の
誓
言
の
た
め
に
、
印

度
に
於
で
茁
義
は
颇
る
行
は
れ
雛
い
ゃ
文
印
度
に
於
け

•る
'基
督
敎
發
展
の
.遲
々
た
が
.理
由
は
、
本
來
印
度
國
民 

:の
性
1
^
3
^
に
.，̂
カ̂
.の
«]
1
1
‘
^
\
|

し
'て
1
^
5
^
:
こ 
>
c 
に
K
る
.，ざ
.
*

十
-六

に
，
歐
羅
巴
人
の
最
初
の
例ir

か
"
太
牛
洋
諸
島
^
於 

け
厶
宣
敎
師
の
乘
ぐ
V

甚
.督
.敎
文
明
を̂促進する
 

任
務
に
全
»
力

^
倾
a:
ず

.る

.底
0.
人
物
で
は
な

く
し 

て
> 
填
^
政
治
：ゆ
關
係
す
る
人
物
で
あ
‘つ
た
ど
云
ふ
事 

實

R
7
P基
く
の
で
：あ
る
。
次

に
$

は
、

T
h
u
cr
q

t 

稱
せ
.
.?
>
:れ
る
印
度
の
恐
る
苽
ぎ
暗
殺
圓
に
就
て
物
_
 

た
。
是
れ
は
一
鍾
の
.宗

敎

圃

體

で

、
あ

つ

て

、
.
全

員

ば

破
 

0

の

女

神

の

信

者

で

あ

つ

吃
：：

3

■う

し

て

其

女

_

の

蟲

の
み
な
ら
ず
、
或
制
限
上
供
物
を
献
ず
る
の
は
：、
其
敎 

義
を
手
解
き
さ
れ
.た
：も
の
に
限
ら
れ
て
居
る
。彼
等
は
、 

婦

人

や

、通

行

人

を

無

晴

.に
*
す
も
の
で
は
な
い
C
要
す 

る
に
彼
等
.は
、
宿
命
論
者
で
:̂

兆
候
信
者
で
.あW

 

が
、
.最
近
に
.及
ん
，で
或
種
の
：兆
候
を
！i

視
す
る
に
至
つ 

た
。
さ

ぅ

し

て『

吾
が
時
期
-は
到
來
せ
6』

士
稱
し 

て
.、
彼
等
は
英
國
人
に
接
す
る
や
ぅ
に
な
つ
た)

今
日 

に
：
於

，て

は

殆

ん

贫

其

.
'

i 

鉋
f

れ
た
。
即
ち
印
度

國
民
の
怠
惰
：
一：

拜
者
以
外
の
者
は
、
供
物
を
献
^
る
.こ
ビ
が
出
來
，な
ぃ

:

に

郵

便

制

度

の

な

い

こ

ミ

，

及

.び

印

度

人

の

無

學

で

め
 

る

こV

が
、斯
の

如

き.

惡
漢
0
仕

事

を 

ー|層
助

長
3
せ

>
; 

:

ヌ
|1
員
の
人
數
を
緣
易
に
知
ら
3
せ

な

い

で
if
け

た

の

：
 

で
あ
る
。
'■
以
て
如
何
に
印
度
が
文
明
の
刹
益
に
滞
す
る 

こ

と

の

；間
接
的

で
あ

る

か

：V分

ろ
：で
* 

_

 

<
の

話

で
.( 

ぁ

る(ibid., 

pp. 

74
-7

2)、 

.
： 

| 

、

^
c
x女
史
の
：ニ
十
ニ
は
の
日
記
は
、
以
上
ャ
客
日
に 

關
す
る
_
を
挪
い
て
あ
る
。
翌
rr
I
l一
十
三
"
の

日

記
'|

 

に

は

女

史

は
Q

P

3
を
俾
つ
て
散
步
し

た

ご

記

し

|

 

て
左
の
如
き
簡
單
な
叙
述
の
み
で
終
っ

‘

で
ゐ
る
。

「

其
際
.
0
1
3
.

ロ
は

-如
何
.に
父Jam:s 

M
m

が
：

John'. 

M
i
U

を
敎
育
し
た
か
を
語
り
、
：

John 

.に
は
所
！|

子

供| 

の
時
代
を
享
樂
す
る
時
が
な
一
か
つ
たw

話
し
た
。
是
れ〕

 

は
彼
のT

大
不
利
益 

< 考」

へ
た
所
で
、
之
が
/?
め
に
ゃ
、
 

John 

M
i
l
l

は
嘗
て
、『

私
の
禿
®
Iに
な
づ
た
の
ば
、
貴 

女
が
極
く
小
さ
い
時
で
す
が
、
未
だ
嚴
れ
で
も
當
尔
一
一 

十
ニ
1
す』

ど
沄
つ
た
こ
.
が̂
あ
る
。
客
1
1は
、
如
阿

^

十

七

盤

.

(

.
五

九

ム

ご

■
雜

錄

■ *
ロ

リ

シ

，
，

フ

方

夕

な
る
問
題
に
で
も
興
味

‘

を
烕
じ
て

®

 

く
诗
じ
は
、

(

.斯
の
如
き
滑
稽
を
ロ
に
す
る/(ibid.,

、p
. 3
 

.

..
六

'
.
'

,翌

三

月

二

十

四

白

附

の

F
o
x

 

.女

史

の

日

^

に

侬

る
 

ビ
、
夕
刻
ょ
り

John 

Stuart 

M

Bは
、
女

史

か
 

れ
て
食
事
を
共
に
し
た
の
で
あ
：る
o
其
際
彼
は
、
弟 
H
e
n
r
y

の
容
態
に
就
て
話
し
た
後
、
彼
の
經
驗
上
、

一
 

.
家
め
離
散
し
て
居
る
こ
ど
は
甚
だ
悲
慘
な
も
の
で
あ
る 

ど
、
莳
木
の
移
植
に
準
へ
て
說
い
た
。
何
故
ど
云
ふ
に 

彼
の
弟 

James 

B
e
n
t
h
a
m

 

(
James 

M
H
i

 

の
次
货) 

'は
、
東
印
度
會
社
の
M
it
M

^
し
て
印
度
に
滯
仕
中
で
，
 

:あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
り
觅
に
話
は
移
つ
て
、
人
の

名 

(sristian 

n
a
m
e
s
)

こ
及

-レ
だ
。

「

加
特
力
敎
國
に
於
て
は
' 
名
の
所
へ
全
然
姓
を
附 

け
ぬ
が
ノ
併
し
或
人
^
彼
.の
名
に
.同
じ
の
聖
苕
ミ
を
結 

び
付
び
る
の
が
常
で
あ
る
€
說
明
し
て
、

は
云 

ふ

『

さ
あ
、
.さ
ぅ
す
る
と
私
は
.
、
.聖
：John 

the

ク
ス
女
史
VV-
ジ
ョ
ン
。
ス
チ
a.
ア
I
ト
。
ミ
か第

？；

號 

i

-t
i



笕
十
h
卷

(

K
九
四)

.

雜

錄

ロ
冷
ソ
*フ
ナ
少
グ
ス
女
史
と
ク
ョ
ソ
*ス
チH

ア
-

ミ 
か 

第
四
號

炎

■-5

B
a
p
t
i
s
t

等
の
庇
護
を
受
け
る
譯
で
：す
が
、
.左
鏺
な
聖 

者
の
.な
す
仕
事
は
、
未
だ
外
に
：澤
山
あ
る
か
ら
、
差
當 

h
y
j
o

つ
«:
劣
等
な
デ
モ
»
者
の
庇
誕
を
求
め
る
方
が
« 

明
で
す
か
ね』

ビ
。次
で
話
題
は
、Conversation Sharp 

YRicHard s
h
a
r
p
)

へ
：̂

一
 
轉
し
た
。Mill

は
、Sharp

V

彼
の
父
：James M

i
l
l

ビ
の
談
話
が
非
常
に
而
白
か 

つ
れ
-

S

を
吿
げ
た
。
雨
者
の
談
話
の
二
部
は
、Sharp 

の『

論
談
集』

(Essays and 

conversations )

中
に
收 

め
ら
れ
て
あ
る
ど
云
ふ
。M

i
l
l

は
最
近ooleridge

の 

哲
學
的
性
格
に
附
し
て
，非
常
に
分
り
易
.い
.
論

文

を

公
に 

し
た
の
で
、(

1
八
四
0
部
三
月
號
のL

g
d
o
n

 and 

Westminster Review 

誌
上
に
發
表
し
た 

Coleridge 

論
を
指
す
も
の
に
し
て
、
後
收
め
て『

if
e
集』

第
一
卷 

Dissertations and Discussions 「vol.L 

の j 
一一
 
九
一
一
一
頁

表
し
て
居
る
S
附
洳
ベ
た」

。(i
b
F

 

pp. 

7
^
7
/

)

,
,
,
'
翌

三

月

一

一

十

五

日

の

H
記
に
依
れ
ば
、F

o
x

女
史
0 

象
に
、John 

M
i
l
l

€ 

John Sterling

ビ
が
落
合
つ
た 

ら
し
い
。
其

際Mill

は
、
彼
の
性
格
^

C
a
r
l
y
l
e

の 

14
格
€
を
比
較
し
た
後
、
兩
人
は
別
段
に
交
際
も
し
な 

い
が
、
非
常
に
親
密
で
あ
る
旨
を
吿
げ
た
ど
記
し
て
あ 

::
な
o
而
し
て
左
の
如
? 

Sterling

の
言
も
引
⑴
し
て
あ 

る
。
日
^

」

M

B
の
意
見
は
著
し
く
相
象
的
で
あ
る
。
r
し
て 

彼
は
深
遠
し
感
情
を
持
っ
て
摇
る
が
、
颇
6
詩
的
情
緒 

に
乏
し
い
o _

彼
は
現
時
に
於
け
る
最
大
の
科
學
的
胤
想
，
 

.家
で
あ
つ
て
、
此
點
は
遠
_く

0
0

〗

及
^

0
の
及
ぶ
所
で 

な
い
。
前
者
は
後
者
に
比
し
て
、ょ

6

永
績
的
で
あ
り
、
 

叉
ょ
り
猛
烈
で
あ
る
。
之
に
反
し
てooleridge

の
絹 

乃
至
®
六
六
頁
に
在
る)

詩
人
と
し
.て
の
，0
0
0
&货

糸

に

似

”
推
論
が
往
々
打
壊
さ
れ
る
の
は
、
純
金
の
糸 

論
を
書
く
積
り
か
何
ぅ
か
を
«
1,
:

所̂
、
彼
は
否
足
答
を
織
交
へ
た
が
た
め
で
あ
る」

と
。ニ
0*
0.
.
, 

P. 

77)

へ

た

.°
さ

ぅ

し

て

其

點

は

、

現

に

：
，

\

^

<

^

<

3

3

ミ

0

1

:

0

1
が

發

 

一

ー

十

五

日

の

日

記

ル

は

、

僅

か

に

是

れ

丈

り

し

.か

な

i

l

a

i

l

r

に'パ

A マ

今

.

.

.

翌
三
刀
ニ
十
六
比
の
ロ
訊
に
.は
、」

|

1
に
全
然
關
說 

，
し

な

か

っ

た

。

，
次

に

：
ニ
十
七
日

の

日

記

を

見

る

-
C
、

P

S女

史

の 

兄
！

lobert 

B
a
r
c
l
a
y

が

多

忙

の#
に
も
拘
は
ら
す
、 

fenjerrick 

を
訪
れ
た
の
で
、John 

sterling' 

John 

MiH, 

c
l
a
/sMill, 

A
n
n
a

 M
a
H
^
K
o
b
e
r
t

 Barclay 、

及 

び
；Fo

x

女
史
の
六
人
で
大
戶
外
餐
裳
を
催
し
た
ど
記 

し
て
あ
る
o
食
後
附
近
を
散
歩
し
な
が
ら
、
师
々
の
問 

題
を
論
じ
た
が

、
先
づ

• Sterling ：

の
獨
乙
及
び
獨
乙 

人
^
が
あ
っ
た
次
に

V

M

~は
、
彼

どSterling

ど 

の
交
際
は
一
八
ニ
入
年
劍
橋
の
討
論
會(

0
&

|

叫 

oo
oD,
e
t
y
> 

.

に
於
け
る
兩
者
；の
激
論
以
來
の
こ

ど

で

、

M 

時

Mill

はV

ン
サ
ム
主
義
.教
ど
し
て
現
は
れ
、皆

.
§
: 

站
刺
秘
主
義
者
ど
し

て
加
は
っ
た

で

あ

る

が
、
爾
來
兩 

者
の
溝
渠
は
次
第
-
^
-
^

狹
小
に
な
り
っ
ヽ
あ
る>/」

吿 

'、w
ナ
.
.
.
：
未
れ
カ
ら1

時
：0
2
!
*
2
.
?

ゃ

w-dward 

Irvinp".

鉻

の
宗
敎
論
等
の
話
に
な
つ
代
が
、
更
に
詁
題
は
政
治
學 

へ
ど
轉

向

し

た

、
此

時

F
o
x

女
史
は
、
果

し

て

世

人

:ガ
眞
に
哲
學
的
論
進
主
義
流
の
政
治

t

要
徵

す
る
も
の 

な
り
や
否
や
を
間
ふ
た
.所
、
»
下
に
穸
5:
ボ
は
現
狀 

を
£.
て
す
れ
ば
不
可
能
で
あ
る
ど
說
明
し
た
之
を
聞 

く
や
/
J/O
h
n Mill

は
..嘆
息
し

'C
日

、
、「

^
次
長
、
pf
l

$ 

,
:
«現
の
た
め
に
出
來
得
る
限
り
努
力
し
た
が
、
結
局
無 

效
で
あ
，つ
た
へ
.夫

れ

故

私

は

世

人

を

見

捨

た

。
.
ィ
ャ
逆 

に
云
へ
ば
秘
は
世
人
に
見
捡
ら
れ
た」

€
"

‘
茲
で
話
は
飛
躍
し
て
肺
病
に
移
つ
た
り
肺
病
は
、
先 

つ
精
神
ど
組
織w

を
早
熟
の
域
に
齋
ら
し
、
斯
く
て
 ̂

第

に

肉

®
を
衰
弱
さ
せ
る
の
で
.あ
る
^
云
ふ
15
の 

後
で
、
I

は
靜
か
に
ロ
を
^
い
て
、「

私
も
肺
3
で
死 

ぬ
や
ぅ
に
思
は
れ
る
J 

S云
つ
た
。：

其
處
でF

o
x

女 

史
は
、
興
々
も
養
生
を
す
る
や
ぅ
に
マ」

說
い
た
所gill 

が

「

«
は
'何
で
死
ん
で
も
柳
は
な
い」

ど
&
へ
た
の
で
、
 

女
见
は「

併
丨
私
達
同
胞
を
救
濟
し
ヤ
ぅ
ど
希
留
す
る

m

^

•

ス

オ

ク

ク

ス

，女

史

迖

^

日

ン•

>

チ
i t

T
J

;

第
四
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第
十
セ
怨
$
九
，c

雜

錄

‘

力
：̂

ン
フ
す 

者
に
は
，；''
時
間
が
大
切
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か」

を
抗
言 

し
た
。
す
る
>£
彼
の
返
«
は

「

如
何
に
も
其
の
通
り
で 

す
。
：假
令
靈
か
で
も
、
.世
の
中
へ
盡
す
の
は
愉
快
な
こ 

V 」

で
す
か
ら」

V
J
.-r
v
ふ
の
で
あ
る
。

此
時■ 

Barclay 

__

 

も
加
は
っ
て
、
話
は
一
入
®
ん
だ
。
4

⑴
，
_一
 

の
考 

へ
に
侬
れ
ば
' 
實
際
ど
见
索
€
を
一
致
さ
せ
る
に
努
め 

る
こw

は
、
人
生
の
義
務
で
あ
る
。
現

に
g

日

自
#
 

.の
經
驗
及
ひ
觀
察
ゼ
見
れ
ば
、

實
際
は
思
索
に
*

へ
る 

に
、
與
氣
t
體
系
€
有

效
£;
を

以

て

し

て

居

る

の

み

な
 

ら
す
、
彼
は
多
忙
な 

一
：

n

に
於
け
る11

時
間
の
方
が
、 

自
由
^
な
る
.一
日
ょ
り
..も
*
炉
に
'澤
山
書
く
こ
ビ
が出

.. 

來
る
墓

つ
て

©

る

。

:
又
：」：

S

P

ば

.
、多
年
靑
年
の
發 

藤
に
留
意
し
、
且
最
大
0
:如
的
進
步
を
な
す
赛
は
、：其
：
 

恩
衆
的
人
物
に
此
し
て
遙
か
に
幾
多
の
不
利
益
を
忍
ぶ 

時
に
於
て
す
ら
、
尙
ほ
實
際
家
、の
部
類
に
風
す
.る
事
實 

を
會
得
し
て
、
遂
に
.精
神
，の
活
動
を
促
進
ず
る
も
の
は
、 

實
際
の
慣
習
に
慶
る
も
の
な
，し
て
う
結
論
に
到
達
し

.ス
女
史w

クm V

•
ス
チ
キ
ア
一
-ト
0
4が

第

四

雛

1

0
0

た
。
之
を
聞
く
やB

a
r
c
l
a
y

は
、
自
己
の
現
在
の
知
識 

を
以
て
し
て
は
、
到
底
彼
自
身
の
精
神
中
に
明
示
4
れ
. 

た
目
標
に
迄
到
達
す
る
乙
€
が
不
可
能
で
あ
る
C
大
い 

に
.悲
觀
し
れ
。
之
に
應
じ
て
g
日
は
日
く
"r

多
く
是 

.れ
は
、
絕
え
中
反
洛
し
た
人
の
場
合
で
あ
る
"Carlyle 

に
從
へ
ば
人
間
の
努
力
は
、
次
の
一一

種
に
區
別
さ
れ
る
。
 

即
ち
一
は
然
か
あ
る
努
力
で
、
他
は
然
か
見
え
る
努
力 

で
あ
る
。
前
者
の
因
的
は
高
く
、
而
し
て
夫
れ
は
到
達 

さ

れ

ぬ

け

れ

此

努

力

-j

そ
、
努
ガ
者
の
性
格
に
精 

カ
を
與
へ
る
も
の
で
あ
る
。
之
に
反
し
’
後
者
は
、
或 

は
欺
き
或
は
欺
か
れ
て
思
案
に
暮
れ
な
が
ら
も
，
所
_ 

努
カ
を
ロ
に
す
る
時
に
は
橼
々
の
術
語
を
用
ひ
"
又
術 

，語
其
物
が
夫
々
實
在
を
表
示
し
て
居
る
^
信
じ
て
居
る 

け
れ
ゲ
％

是
等
は
、
云
は>

恒
久
不
變
の
位
镋
に
運
命 

附
け
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
自
己
欺
瞞w

他
者
欺
瞞 

皮
は
、
相
互
に
作
用
し
て
.迷
想
を
墙
す
も
の
で
あ
る
。
 

斯
く
て
智
的
追
求
に
於
け
.る
落
膽
に
M
M
す
る
の
で
あ

る
。
‘此

場

合

に

於

て

も

，
亦

；
、

汝

は

$
£
に

高

ぐ

目

的

を

揭
 

げ
な
け
れ
ば
な
ら
必
。
，汝
の
な
す
こ
^
が
汝
を
喜
ば
せ 

ぬ
場
合
に
於
て
も
、
尙
ほ「

夫
れ
を
信
賴
せ
'ょ
落
麻
せ 

ず
：に
夫
れ
を
#1 
一一W
四
繰
返
せ
ょ
、:

同
時
に
汝
は
、
汝 

の
潔
癖
を
抑
制
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。：-而
し
て
汝
の
刺 

if
ミ
好
惡
ど
を
、
汝
の
實
行
の
進
埗
に
際
し
て
，> f

 

懸
け
離
れ
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
然
ら
t
ん
ば
、
汝
の 

熱
心
は
鈍
る
で
あ
ら
ぅ
し
、
又
汝
は
何
事
を
も
な
さ
ぬ 

こ
ビ
:\
な
る
で
あ
ら
j
L
^
I
K
i

cr
a:
.
: 

pp. 

7
7
-
00
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1

一
十
七
日
附
の
日
記
は
、
尻
切
蜻
蛉
の
や
ぅ
に
是
れ 

丈
け
で
擱
筆
さ
れ
て
M
る
。

■

七

：
：
.

翌
三
J-
-
Jニ
十
八
日
' F
o
x

女
史
は
、John 

M
i
i
l

ビ 

Clara 

Mill 

V」

共
に
、Pennance 

及
び 

Penrose 

の
方 

而
へ
散
步
し
た
V
今
女
史
の「

日
記
を
迎
：つ
て
，
，

其
途
次 

兩
者
の
交
へ
た
話
肫
を
見
る
に
、
最
初
は
米
國
に
於
け 

る
喻
一
神
敎
徒
、
長
老
派
敎
徒
、
及
び
組
合
敎
會
敎
徒

筇
十
七
潘

に
關
し
て
居
れ
。
而
し
て

M
m

は

、

米
國
の
共

和

玫

 

鉢
が
車
晚
恐
ら
く
君
主
.政
姊
に
變
る
で
あ
ら
ぅ

;̂
考
ベ

た
。
即
ち
彼
の
見
解
に
依
れ
ば
、米
國
に
於
て
殊
に
王
黨

主
義
の
精
神
を
育
成
す
る
も
の
は
，
富
裕
階
級
の
威
情

\ 
‘で
あ
る
が
、
而
も
彼
等
は
、必
ず
し
も
他
國
に
於
け
る
が

1
:

如
く
、：

王
黨
主
義
に
敬
服
し
て
居
る
譯
て
は
な
い
。
換
I
;

言
す
れ
ば
米
國
の
富
裕
階
級
は
、
他
國
に
あ
つ
て
米
國

|
〈

に
な
い
所
の
文
學
、
歴
史
、
及
び
傳
奇
を
切
望
す
る
餘

一
b
で
あ
る
'
 

茲
で
話
は
一
、
逆
展
6
し
て
女
史
の
兄

| 

R
obert 

B
a
r
c
l
a
y
^

、
g

B

t;̂
、
昨
日
語
合
つ
た
こ

\ 

S
に
移
つ
た
時
、
M

s
は
一
本
ふ
の
に
、「

ィ
ャ
、
昨
口
の

j

談
話
は
、
正
し
ぐ
私
がR

ob
e
r
t 

B
a
r
c
l
a
y

君
に
就
て

\

知
る
所
^
、
知
ら
ぬ
所W

の
：間
に
存
す
る
相
違
.を
示
す

も
の
で
す
。
併
し
假
に
私
？
す
れ
ば
、
私
自
身
が
今
迄

に
經
驗
し
て
來
介
失
望
、
落
膽
に
就
て
、
少
し
で
も
お

話
し
す
る
の
は
、
其
聞
串
に
取
つ
て
往
々
非
常
な
助
け

定
な
る
も
の
で
す
し
デ》

レ
o
次

に

女

史

ビ

、Mill

〇
1

C
3 L
九

七

)

雜

錄

力

ロ

 

W

ソ

o

フ

ナ

少

グ

ス

女

史W

ジ

日

ソ

，

ス

チ

ユ

ア

一

ト

*

ミ

ル

館

四

號



第ヤ七怨へ五九八

)

.雜
；

錄

力
0
*
\
5
ナ
タ
ク
ス
女
史

w

ク
£|
ソ
“
.ス
チ1
|ァ
ー
ト|

^
第
四
號
.

一
〇
二

€

の
#

話
は
"
獨
乙
人
の
瓜
索
的
性
格
が
何
に
诚
づ
く 

か
ビ
謂
ふ
，しV」
に
な
つ
た
。
女
史
：の
日
記
に

は

、

左
の 

如

ぐM
i
l
l

の
所
說
丈
け
を
記
し
て
ぁ
る
。

■::
:「

之

に

就

て§
1
1丨

の
：童

さ|

い
た
所
は
，
耥
乙 

に
於
て
棘
に
策
固
で
ぁ
っ
て
、
^
其
情
況
上
噢
起
さ
れ 

介

家

庭

的

の

情

愛

の

影

響

"

是

れ

で
ぁ
る
。
次
に
獨
乙 

入
は
：、
英
國
人
の
如
ぐ
、：
赏
裕
ど
な
り
、
劳
く
は
富
裕
：
 

ら
し
く
な
る
^

め
に
不
斷
の
努
力
を
す
る
も
の
で
な 

い
。
«
し
唯
だ
破
等
向
身
を
主
？
す
る
底
の
幸
福
の
« 

念
の
み
を
以
て
、
平
靜
な
る
M
素
に
耽
る
所
の
惯
齊
を 

持
づ
：

P

居
る
。
即
ち
彼
等S

幸
福
の
諸
®
素
を
彼
等
自 

身
に
#
得
す
る
ど
云
ふ
此
不
變
的
慣
習
こ
そ
、
獨
乙
に 

悠

々
^
る
調
子
を
增
-
與
へ
る
も
の
で
ぁ
る
パ
而
し
て 

獅
乙
の
各
大
學
の
敎
授
球
，
其
：睛
義
に
a
情
を
：交
べ
.
"
 

M
に
：知
識
の
た
め
に
知
識
を
愛
す
て
ぅ
こ
と
を
添
へ
る 

の
で
あ
る
o 
殊
に 

Friedrich 

Wilhelm Joseph 

von 

s
&
e
l
l
i
a
g

に
於
て
然
b
で
^
る」

。

獨
乙
に
關
聯
し
て
兩
者
の
話
は
、
^
太
利
へ
ど
轉
じ 

た
。Mill

の
說
く
所
は
、
伊
太
利
人
も
亦
成
意
味
に
於 

て
向
國
を
則
嚴
化
し
て
傲
る
。
是
れ
'は
、
光
榮
命
>̂
'
M 

馬
の
追
憶
に
浸
る
結
果
で
あ
る
。舻
太
利
人
の
形
姿
は
、 

|

正
し
く 

R
a
p
h
s
I

r

Titian

等
の
描
寫
し
-た
通
P

で 

j

あ
つ
て
ノ
藝
術
の
研
究
が
併
太
利
に
於
て
然
か
く
成
功 

一
す
る
の
に
役
立
つ
こ
^
は
、
非
常
な
も
の
で
あ
る
。
而 

し
て
伊
太
利
人
の
大
な
る
威
覺
性
ど
情
性
ご
は
、
畢
竟 

#
樂
が
普
ね
く
行
は
れ
、
又
伊
太
利
の
儀
式
が
壯
嚴
で

あ

る

ビ

云

ん

こ

ご

に

基

づ

く

も

の

で

あ

る

。

斯

く

淪

じ

—

:
: 

.

て

散

後

に

s
i

l
j

は

、

c
o

n
v

e
r

s
a

t
i

o
n

 

S
h

a
r

p

の

敎

へ

た 

'婦

人

に

對

す

る

眞

の

嗜

み

を

取

げ

て

輕

妙

に

お

ぽ

幻

結
 

I

':

ん

だ

.5
:

日

く

、

讀

帯

を

好

ひ

こ

ど

、

及

び

散

步

を

好

ひ
 

こ

ご

、

是

r t

で

め

^

}
 

o (
i
b
i
d
.
,

 

p
p

.

 

8
0

-
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1
)

.

翌
三
月
ニ
十
九
日
附
の
日
記
にF

o
x

女
史
は
、
左 

の
如
く
記
し
^
が
、
此
日
は§

1〗

の
訪
問
を
受
竹
拕

い

 

-

I

「
J
o
h
n

 

M
m

は
、

目
下
私
の
^
め

に

，
芳

杳

バ

曆

を

が

め

る

 

> 
此
變
化」

そ
菩
々
の
能
力
を
擴
大
し
、
以
て 

作
製
中
で
、
夬
れ
は
、'
，月
，々
.に
順
序
を
立
て
、
月
仲
'樹

他

人

に

同

情

？
せ
、
如
何
な
|る
苦
鬪
に
遭
ふ
^
か
を
節 

に
始
ま
り
、

':
/
ナ
/

ゃ
に
終
る
ビ
云
ふ
？(

此
曆
は
次
號
憶
さ
せ
、
斯
く
て
同
一
の
赀
責
を
凌

C
難

^

を

評

憤

さ
 

に
揭
ぐ)

夫
れ
か
ら
彼
は
動
機
の
說
.明
を
し
た
。
即
ら
せ
る
•もの
で
あ
る
ノ
今
若
し
性
格
に
於
け
る
變
化
が ヽ

如
何
な
る
動
機
に
せ
よ
、
：：夫
れ
を
餘
b

に
穿
盤
す
る
こ

\

法
外
の
も
の
で
め
つ
た
と
す
れ
ば
、
人
は
往
々
彼
の
過 

V」

は
.、V
靑
年
の
.た
め
に
好
ま
し
く
な
い
。.
寧
ろ
靑
年
を
ニ
去
に
於
け
る
過
誤
ど
弱
雜
を
に
‘對
す
る
一
砘
の
個
人
的 

し
で
諸
般
の
行
動
を
批
判
さ
せ
る
に
如
く
は
な
い
。
然

|
「

僧
怨
を
固
執
す
る
や
ぅ
に
見
え
心
O'
而
し
て
其
苦
關
を 

名

ん

ば

、
貴

賤

菜

I

I

®

淆
を
？

、s

ゅ

|

总
れ
て
、
其
人
は
同
情
の
何
f

や
I

I

る
に
至 

:

失
望
に
陥
る
恐
れ
が
あ
る
。
.
然
る
に
又
卑
下
の
中
に
自
，|

る
の
で
あ
る」

。(

g
d
.
, pp

.

00I
-
S
2
)

. 

:
尊
が
あ
る
。
，斯
る
總
て
の
洎
尊
に
打
勝
つ
唯
一
確
實
«
:
|
.
:次
は
飛
ん
で
四
月
一
日
で
あ
，

.る
。
此
日
薔
師
の 

る
方
法
は
、神
の
恩
惠
を
懇
顧
す
る
こV

で
あ
る
。
一

體

o
a
〗 v
e
r
t

が

F
o
x

女
史
を
訪
れ
た
、
彼
の
話
に
依
れ
ば 

:

宵
半
に
は
、
自
a
を
妙
る
明
が
充
分
で
な
い
。.
靑
年
は
、I

''
昨
夜J

o
h
n

 

は
、
'M
痛
に
惱
ま
さ
れ
な
が
ら
、
ク
ェ 

經
驗
^

熱
心
^

る
吟
味
ビ
に
依
て
の
み
、
自
已
の
力
及一

丨
ヵ
ー
宗
の
說
敎
師
：J
&
P w

o
o
l
m
a
n

の
歡
喜
や
、
 

び
弱
點
を
會
得
す
る
こ
t
が
出
來
る
。
故
に
：靑
年
は
、

精
神
的
宗
敎
論
等
に
就
て
物
語
つ
た
が
、
之
にC

alvert 

.充
分
圓
熟
し
て
自
ら
批
_

し
得
：る
に
至
る
迄
は
、
自

己

.

は
大
變
感
動
さ
せ
ら
れ
た
ど
。尙
ほ
此
日
の
日
記
に
は
、 

■r
.
就
て
他
人
の
見
解
^
:別
個
0

も
の
で
め
る
^
考

へ

て

H
s
r
y

 

M
i
l
l

が
齋
師
を
手
古
摺
ら
せ
た
學
が
書
い
て 

は
な
ら
ぬ
0
吾
々
の
性
格
に
は
、
n
夜
に
非
常
な
變
化
.

あ
る
。

滞

ナ

七

卷

(

3 L
九

九

」

雜

錄

ヵ

ロ

リ

ン

*

フ

ォ

少

ク

ス

女

史
w

.

^

aン

*

ス

チ

ユ

ア

|

>

*
ミ

少

笫
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號
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-
镔

十

七

卷

：
(

六
0

〇〕

雜

錄
カ
ロ
々
ゾ
。フ
女
少
ク
ス
女
史
と

^

ョ

ゾC

ス
チ
t t
l

T

l

ト

，
.
ミ

^

.
第

叫

號

一

〇

四

翌
四
月
二
日
の
日
記
{-
依
れ
ば
，：.

F
o
x

女
史
は
、
 

...Milr

を
訪
れ
^
の

で

あ

る

其

時M
l
l
i

.'
は

寫

眞

を

撮
 

ら
せ
て
居
た
。
又

George. Mill 

(James 

M
U

の
四 

男)

も
，
见

H
s
r
y

の
見
舞
に
來
た
所
で
あ
る
。
後 

:

.

I

一
：
は

、

禁

酒

論

を

賦

み

：
て

日

く

、

::「

抑
も
禁
酒
主
義
_
 

は
：、；_恰
か
も
人
間
は
無
爲
に
與
し
，
又
之
を
誓
は
な
け 

れ
•ば
な
ら
ぬ
ど
云
ふ
.が
_
き
愚
劣
な
觀
念
に
思
は
れ
る 

け
れ
ざ
、
：實
驗
の
結
果
は
：次
第
：く
に
禁
酒
の
是
な
る 

を
證
明
す
，る
の
で
あ
る
L
^
oo.
cr
a:
.
,
 

p. 
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::::

翌
四
.月
三
日
の
日
記
は
：、
：
原
本
に
な
い?::
直
ち
に四

：； 

白
附
の
日
記
を
見
ゐ
^
、
1̂0:^

女
史

は
4
1
:
1
1
3
ょ
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